
富山高等専門学校 開講年度 平成27年度 (2015年度) 授業科目 応用数学Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 0025 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 電気制御システム工学科 対象学年 4
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材 大日本図書「確率統計」
担当教員 北村 拓也
到達目標
1.　条件付き確率を含めた基礎的な確率について説明でき、計算できる。
2.　基礎的な各種確率分布について説明でき、母数を計算できる。
3.　点推定や区間推定などの推定に関して説明でき、計算できる。
4.　各種母数に対する仮説検定ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
条件付き確率を含めた基礎的な確
率について正しく理解し、応用問
題を解くことができる。

条件付き確率を含めた基礎的な確
率について理解し、基礎的な問題
を解くことができる。

条件付き確率を含めた基礎的な確
率について理解できず、計算でき
ない。

評価項目2
基礎的な各種確率分布について正
しく理解し、応用問題を解くこと
ができる。

基礎的な各種確率分布について理
解し、基礎的な問題を解くことが
できる。

基礎的な各種確率分布について理
解できず、計算できない。

評価項目3
点推定や区間推定などの推定につ
いて正しく理解し、応用問題を解
くことができる。

点推定や区間推定などの推定につ
いて理解し、基礎的な問題を解く
ことができる。

点推定や区間推定などの推定につ
いて理解できず、計算できない。

評価項目4
各種母数に対する仮説検定につい
て正しく理解し、応用問題を解く
ことができる。

各種母数に対する仮説検定につい
て理解し、基礎的な問題を解くこ
とができる。

各種母数に対する仮説検定につい
て理解できず、計算できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 これまでに「統計学」にて習得した内容の復習と共に、主に4章の推定と検定についての範囲を習得することを目的とす

る.
授業の進め方・方法 大日本図書「確率統計」を参考書として、講義形式にて授業を進める。

注意点

事前に予復習を必ず行うこと。
小テストは不定期に行い,授業開始と同時に実施する。
小テストの再試験は認めない。
レポートの〆切期限は厳守すること。
授業計画は, 学生の理解度に応じて一部変更する場合がある。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 本科目における授業形態の説明と小テストによる修得
度調査

本講義の目的を理解し、小テストにて現在までの習得
度を確認する。

2週 加法定理やベイズの定理などの確率計算に関する基礎 加法定理やベイズの定理などについて説明・計算でき
る。

3週 加法定理やベイズの定理などの確率に関する基礎 加法定理やベイズの定理などについて説明・計算でき
る。

4週 加法定理やベイズの定理などの確率に関する基礎 加法定理やベイズの定理などについて説明・計算でき
る。

5週 二項分布やポアソン分布などの確率分布に関する基礎
二項分布・ポアソン分布・正規分布などの確率分布に
ついて説明でき、それらの平均・分散などの母数など
を計算できる。

6週 二項分布やポアソン分布などの確率分布に関する基礎
二項分布・ポアソン分布・正規分布などの確率分布に
ついて説明でき、それらの平均・分散などの母数など
を計算できる。

7週 点推定・区間推定に関する基礎 点推定・区間推定について説明できる。
8週 中間試験

4thQ

9週 試験の返却・解説、区間推定に関する演習 中間試験の返却と解説を行う。また、区間推定に関す
る基礎的な問題を解くことができる。

10週 区間推定に関する演習 区間推定に関する応用問題を解くことができる。
11週 検定に関する基礎 母平均や母分散などの仮説検定を説明できる。
12週 検定に関する基礎 母平均や母分散などの仮説検定を説明できる。

13週 検定に関する演習 母平均や母分散などの基礎的な問題を解くことができ
る。

14週 検定に関する演習 母平均や母分散などの応用問題を解くことができる。
15週 期末試験
16週 期末試験の返却・解説、アンケート調査

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学
独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の確
率を理解し、簡単な場合について、確率を求めることができる。 3 後2,後3,後

4
条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡単
な場合について確率を求めることができる。 3 後2,後3,後

4



1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差を求めること
ができる。 3 後5,後6

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 小テスト レポート 合計

総合評価割合 60 0 0 0 0 0 10 30 100
基礎的能力 30 0 0 0 0 0 5 15 50
専門的能力 30 0 0 0 0 0 5 15 50
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0 0


